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芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
・
芦
安
村
協
賛
の
第
二
回
南
ア

ル
プ
ス
芦
安
村
登
山
教
室
が
、
五
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
一
日
目
は
芦
安
村
交
流

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
館
で
、「
登
山
の
基
礎
知
識
」、「
山
の

気
象
学
」、「
地
図
か
ら
学
ぼ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
習
会

が
開
か
れ
、
二
日
目
は
夜
叉
神
峠
か
ら
高
谷
山
、
樺
平
の
コ

ー
ス
を
歩
く
実
地
研
修
が
行
わ
れ
た
。

  

今
回
の
登
山
教
室
の

特
色
は
、
登
山
コ
ー
ス

を
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

が
新
た
に
開
拓
し
た
こ
と
で
あ
る
。

高
谷
山
、
中
池
、
樺
平
、
桧
尾
峠
を

結
ぶ
コ
ー
ス
で
、
芦
安
村
や
夜
叉
神

観
光
協
会
の
協
力
を
得
て
、
延
べ
百

人
を
越
え
る
人
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
登
山
道
の
整
備
に
参
加
し
た
。

こ
の
道
は
、
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
は

村
民
の
生
活
道
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
も
の
で
、
今
回
の
登
山
教
室
に
向

け
て
復
活
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

取
り
組
み
に
は
県
森
林
行
政
か
ら
も

指
導
、
協
力
を
い
た
だ
き
、
樺
平
か

ら
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
教
室
終

了
後
も
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
新
た
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
広
く
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。 

 

今
回
の
教
室
の
参
加
者
は
六
〇
名
。

そ
の
う
ち
五
〇
名
が
二
日
間
参
加
し
、

カ
イ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
の
写
真
入
り
終
了

証
を
手
に
し
た
。
参
加
者
の
感
想
の

中
で
は
樺
平
か
ら
望
む
白
峰
三
山
の

雄
姿
の
他
、
芦
安
の
伝
統
芸
能
で
あ

る
夜
叉
神
太
鼓
へ
の
感
動
の
声
が
大

き
か
っ
た
。
ま
た
、
登
っ
て
み
た
い

山
と
し
て
、
北
岳
、
甲
斐
駒
、
仙
丈
、

鳳
凰
三
山
が
人
気
を
集
め
、
初
級
、

中
級
と
い
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
を
望
む

声
と
共
に
、
今
後
の
登
山
教
室
の
課

題
と
な
っ
た
。 

 

第
三
回
登
山
教
室
は
九
月
三
〇
日

（
土
）、
一
〇
月
一
日
（
日
）
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
予
定
で
あ
る
。

第
一
日
目
は
、「
地
図
の
見
方
」
と

「
救
急
法
」
の
講
習
で
会
場
は
や
ま

び
こ
ホ
ー
ル
（
温
泉
ロ
ッ
ジ
隣
）。 

第
二
日
目
の
登
山
は
、
２
コ
ー
ス
に

分
か
れ
初
級
が
栗
沢
山
、
中
級
が
仙

丈
岳
を
目
指
す
。
参
加
費
は
一
万
九

千
円
。
定
員
は
五
〇
名
。
講
習
の
み

の
参
加
も
可
。
申
し
込
み
は
電
話
ま

た
は
は
が
き
で
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

事
務
局
へ
。
友
人
、
知
人
を
お
誘
い

の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
九
月
十
五

日
締
切
。 

  

第
六
回
全
国
駒
が
岳

サ
ミ
ッ
ト
が
、
白
州
町

を
主
会
場
と
し
て
、
平

成
十
二
年
七
月
十
三
日

―
十
五
日
ま
で
の
三
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
十
三
日
は
事
前
会

議
で
関
係
市
町
村
の
話

し
合
い
、
十
四
日
は
サ

ミ
ッ
ト
開
催
、
十
五
日

は
、
甲
斐
駒
記
念
登
山

と
い
う
日

程
で
あ
っ

た
。 

 
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国

に
あ
る
十
六
の
駒
ケ
岳

と
そ
の
山
麓
の
自
然
資

源
や
歴
史
文
化
的
資
源

を
保
護
・
活
用
し
て
行

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

関
係
市
町
村
が
活
気
あ

る
町
づ
く
り
、
村
づ
く

り
の
実
現
へ
向
け
て
意

見
交
換
を
す
る
場
で
あ

る
。 

 

こ
こ
で
、
芦
安
村
は

山
岳
地
域
に
お
け
る

「
ご
み
・
ト
イ
レ
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
の
実
施
」の
例
と
し
て
、

南
ア
ル
プ
ス
ク
ラ
ブ
の
長
年
に
渡
る

調
査
活
動
の
努
力
が
き
っ
か
け
と
な

り
昨
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
、
大
樺

沢
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
に
よ
り

沢
水
か
ら
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
や
、
山
岳
環
境
保
全
の

た
め
に
、
北
岳
山
荘
、
北
沢
峠
、
南

御
室
小
屋
へ
環
境
に
や
さ
し
い
バ
イ

オ
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
等
の
実

践
例
を
発
表
し
、
今
後
、
全
国
レ
ベ

ル
で
ご
み
、
ト
イ
レ
問
題
は
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で

あ
る
こ
と
が
改
め
て
関
係
者
に
認
識

さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
で
は
消
失
し
た

避
難
小
屋
の
再
建
の
た
め
に
、
国
レ

ベ
ル
の
補
助
制
度
や
交
付
税
制
度
を

確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
も
聞
か

れ
た
。
全
国
か
ら
集
ま
る
登
山
者
の

安
全
確
保
が
国
レ
ベ
ル
で
の
補
助
制

度
に
よ
ら
ず
、
一
関
係
市
町
村
の
財

政
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
、
不
満
や
問
題
点
が
析
出
し
た
。

こ
れ
は
、
芦
安
村
観
光
行
政
と
し
て

は
、
雪
崩
に
よ
る
御
池
小
屋
倒
壊
問

題
を
抱
え
て
い
る
だ
け
に
真
剣
に
と

ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
意
見

で
も
あ
る
。 

 
 

 
 
 

芦
安
村
・
企
画
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
沢
秀 

  

ああ
し

第 2回登山教室

し
やや
すす
ふふ
ぁぁ
んん
くく
らら
ぶぶ

通通
信信

全国駒ケ岳サミット 

発行者：芦安ファンクラブ

山梨県中巨摩郡芦安村芦倉

１５８９－８ 
０５５－２８８－２５３１

２０００年 
（平成１２年） 

夏号 
（第２号）

白
州
町
に
て 

芦安堰堤：村を守って７２年 
暴れ川で甲府盆地に多くの被害を出した御勅使川に設

置された。この堤防は石積みで日本初のコンクリート

利用という。 
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去
る
五
月
二
十
三
日
〜
六
月
六
日
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
有
志

と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
研
修
に
参
加
し
た
。
そ
の
結
果
報

告
は
清
水
准
一
氏
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
道
中
記
」
や
遠
山
若
枝
氏
の
山
梨
日
々
新
聞
へ
の
投
稿
「
ス
イ
ス

に
学
ぶ
山
岳
観
光
」
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
芦
安
村
と
の
比
較
に
焦

点
を
絞
り
、
南
ア
ル
プ
ス
を
抱
え
る
こ
れ
か
ら
の
芦
安
村
に
つ
い
て

の
課
題
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
。 

                   
  

                                       

                                       

                                       

 

恵
ま
れ
た
自
然
資
産
を
持
つ
芦
安
村

で
も
、
そ
の
価
値
を
村
民
が
認
識
し
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
ら
と
共
生
し
な

が
ら
、
景
観
形
成
や
施
設
設
備
を
進
め
る

道
を
歩
み
た
い
。
こ
の
村
を
訪
れ
る
人
々

が
い
つ
か
「
日
本
一
の
笑
顔
と
暖
か
い

村
」
を
目
に
す
る
日
を
私
は
夢
見
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 

塩
沢
久
仙 

ロケーション 

 アルプス造山運動が活発であったヨーロッパの山岳は、至る所に氷河が発達し、大鉈で削ぎ落

としたような急峻で豪快な山容と、各所に氷河湖を配した穏やかな丘陵のバランスが見事だ。空

の広いU字谷に生まれた集落からはすばらしい眺望が得られ、豊富な積雪が良好なスキー場をも
たらしているため、四季を通じて楽しめる山岳基地・山岳リゾート地として発展してきている。

それを芦安村に置き換えれば，北岳が 4000mクラスの山で、大樺沢は氷河に覆われ，広い空を
持った広河原に芦安の集落が形成されるようなものである。しかし現実には、芦安の集落からは

北岳も富士山も見えない。芦安村に与えられた自然条件を有効に生かしながら活性化を求めてゆ

くことは非常に難しいと思われるが、弛みない努力を重ねてゆく必要を感ずる。 

登
山
靴
で
あ
る
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス(

上) 

交通システム

 登山鉄道やロープウェイの普及は目覚しく、基地までは鉄道、そこからビューポイントまではロープウェイなどが

整備されている。ここでは車は少ない。走っているのは電気自動車である。場所によっては車は完全に締め出され、

肩身の狭い思いをしている。日本人のように登山鉄道やロープウェイに対するアレルギーはなく、むしろ一時的な自

然破壊はあっても、こちらのほうが長い目で見れば車より環境維持に役立っているというコンセンサスがあるよう

だ。更に、それら交通設備そのものが景観形成のひとつの要素となっている。芦安に置き換えれば甲府－芦安間は鉄

道、広河原までは登山電車､そこから北岳のビューポイントまでロープウェイといったところか。芦安村でも、自然

環境を維持しながら､山に登れなくとも乗るだけでも楽しい交通システムの検討をする必要性を感じた。 

受入態勢  ヨーロッパ各地では自然資産の価値を、国民や住民のすべてが十分に認識し

ているようだ。自然を大切に守りながら有効に利用してゆく方策を政府のリー

ドで国を挙げて立てているようにも思える。ここでは、その土地固有の住宅や

街並み､牧場､展望台､レストラントやトレッキングルートに至るまで、一定の

基本理念に基づいた総合的施設整備がなされている。 
 また､住民のすべてが一様に親切で､エトランゼに対しても「来てくれてあり

がとう」という考え方を持っているようで「ハロー」や「ボンジュール」の挨

拶も心がこもり､日本の山の「コンニチハ」よりも暖かさを感じさせてくれる。

この事が訪問者側にも伝わり、トレッキング中に出逢えた異国人同志にも連帯

感が生じ、風景と共に人々の笑顔が印象的な観光地というイメージが残った。

芦安村でもこのように村民全体が心をこめたもてなしのできる村でありたい

と願わずにいられない。 
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芦・安・村 

「セルフケア能力を高

める村づくり」

                                       

                                       

    

芦
安
村
に
と
っ
て
南
ア
ル
プ
ス
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
雄
大
な
山
並
み
に
加
え
、
自
然
林
や
稜
線
上
の
高
山
植
物
な
ど
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
南
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
る
客
層
も
、
山
の
施
設
の
利
用
方
法

も
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
提
案
を
し
て
み
た
い
。 

 

南
ア
ル
プ
ス
を
語
る
と
き
広
河
原
の
広
場
に
あ
る
レ
リ
ー
フ
の
３
人
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

南
ア
ル
プ
ス
を
世
界
に
紹
介
し
た
ウ
エ
ス
ト
ン
、
ウ
エ
ス
ト
ン
が
北
岳
に
登
っ
た
と
き
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
で
こ
れ
を
助
け

た
名
取
運
一
、
昭
和
三
十
七
年
野
呂
川
林
道
を
開
通
さ
せ
た
山
梨
県
知
事
天
野
久
の
三
人
で
あ
る
。
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
に
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
様
に
な
っ
た
の
も
こ
の
人
た
ち
の
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
私
た
ち
は
、
単
に
レ
リ
ー
フ
を
顕

彰
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
衆
登
山
の
歴
史
と
山
の
現
状
を
知
り
、
心
を
こ
め
て
先
人
と
大
自
然
に
感
謝
す
る
機
会
を
設
け
る

べ
き
で
あ
る
。
来
年
は
ウ
エ
ス
ト
ン
が
北
岳
に
登
頂
し
て
百
年
目
を
迎
え
る
。
そ
の
登
頂
記
が
広
く
世
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
南
ア
ル
プ
ス
は
登
山
者
の
あ
こ
が
れ
の
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
を
再PR

す

る
こ
と
は
意
義
深
い
と
思
う
。
毎
年
行
わ
れ
る
開
山
祭
と
あ
わ
せ
て
、
芦
安
村
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
で
き
な
い
も
の
か
。 

 

次
に
高
山
植
物
で
あ
る
。
北
岳
か
ら
仙
丈
ケ
岳
、
鳳
凰
三
山
は
全
国
屈
指
の
高
山
植
物
の
宝
庫
で
あ
り
群
生
地
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
に
は
多
く
の
固
有
種
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
北
岳
の
頂
上
部
に
だ
け
咲
く
花
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
世
界
中
で
芦
安
村
に
し
か
な
い
植
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
芦
安
村
民
は
、
こ
の
地
球
上
に
芦
安
村
に
し

か
な
い
貴
重
な
財
産
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
貴
重
な
財
産
を
末
永
く
残
し
て
行
く
責
任
を
お
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
や
高
山
植
物
の
敵
は
盗
掘
や
踏
み
荒
ら
し
ば
か
り
で
は
な
く
、
酸
性
雨
や
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
で
の

環
境
汚
染
も
あ
る
。
平
成
十
一
年
の
調
査
で
初
め
て
、
北
岳
に
お
い
て
酸
性
雨
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ア
ル
カ
リ
性
土
壌

を
好
む
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
に
は
非
常
に
厳
し
い
環
境
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
山
小
屋
や
山
岳
ト
イ
レ
施
設
の
改
善
を
要
望
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
登
山
者
数
は
、
今
よ
り
増
加
す
る
こ
と
は
望
め

な
い
だ
ろ
う
。
若
い
登
山
者
の
増
加
も
そ
れ
ほ
ど
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
登
山
客
に
楽
し
い
思
い
出
を
提
供

し
、
宿
泊
数
を
重
ね
て
い
た
だ
く
こ
と
が
山
小
屋
の
生
き
残
る
道
で
は
な
い
か
。
南
ア
ル
プ
ス
の
稜
線
は
見
事
な
高
山
植
物
の

花
畑
に
覆
わ
れ
、
富
士
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
見
回
せ
る
山
岳
景
観
は
一
日
中
見
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と
の
な
い
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
る
。
十
時
間
も
か
け
て
登
り
、
翌
朝
ご
来
光
を
見
た
だ
け
で
下
る
の
で
は
余
り
に
勿
体
無
い
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち

が
ゆ
っ
く
り
と
テ
ラ
ス
で
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
雷
鳥
と
話
を
し
た
り
、
高
山
植
物
を
見
な
が
ら
昼
寝
で
も
で
き
た
ら
こ

の
上
も
な
い
贅
沢
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
連
泊
し
た
い
登
山
者
に
個
室
を
設
け
、
談
話
室
な
ど
の
あ
る
小
屋
や
環
境
に
や
さ

し
い
快
適
な
ト
イ
レ
の
設
置
は
ど
う
で
し
て
も
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る｡ 

 

最
後
に
山
岳
景
観
と
登
山
者
の
安
全
対
策
で
あ
る
。
今
、
南
ア
ル
プ
ス
の
道
標
は
、
あ
る
と
こ
ろ
に
は
複
数
あ
っ
た
り
、
情

報
が
必
要
な
場
所
に
は
道
標
が
な
か
っ
た
り
す
る
。
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
も
必
要
な
情
報

を
提
供
す
る
道
標
の
設
置
が
急
務
で
あ
る
。
一
方
で
、
厳
し
い
山
の
中
で
遭
難
す
る
人
も
後
を
絶
た
な
い
。
こ
の
た
め
に
至
る

処
で
遭
難
碑
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
碑
は
遺
族
に
と
っ
て
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
が
、
登
山
者
に
と
っ
て
は
山
岳
景

観
を
損
ね
、
心
を
痛
め
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
厳
し
い
山
岳
の
上
部
で
は
な
く
遺
族
も
来
や
す
い
広
河
原
な
ど
へ
合

碑
す
れ
ば
山
岳
景
観
を
守
り
、
か
つ
関
係
者
も
思
い
出
の
場
所
に
危
険
を
冒
さ
ず
訪
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２２
１１１
世世世
紀紀紀
ののの
南南南
アアア
ルルル
プププ
ススス
ををを
考考考
えええ
るるる

山
梨
県
森
林
環
境
部
次
長
・
仲
田
公
彦 

 

今
春
よ
り
介
護
保
険
制
度
が

導
入
さ
れ
て
民
間
企
業
が
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
へ
積
極
的
に

参
入
し
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り

芦
安
村
に
住
む
高
齢
者
の
生
活

や
、
村
の
福
祉
行
政
に
新
し
い

方
向
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
昭
和
六
三
年

よ
り
十
三
年
間
、
保
健
婦
と
し

て
村
の
保
険
福
祉
行
政
に
携
わ

っ
て
き
た
長
谷
部
裕
子
氏
は
、

こ
の
新
し
い
福
祉
制
度
の
も
と

で
行
政
が
担
う

べ
き
役
割
と
、

高
齢
者
が
抱
え

る
問
題
点
や
そ

の
解
決
策
に
つ

い
て
提
言
し
て

い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の

福
祉
制
度
は

｢

行
政
主
導
型｣

だ
っ
た
と
長
谷

部
氏
は
特
徴
づ

け
る
。こ
れ
は
、

居
住
町
村
の
限

ら
れ
た
サ
ー
ビ

ス
を
行
政
が
住

民
に
提
供
す
る

あ
り
方
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
介
護
保
険

制
度
の
導
入
は
民
間
業
者
の
こ

の
分
野
へ
の
参
入
と
相
互
の
競

争
と
を
促
す
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
行
政
主
導
の
福
祉
は

現
状
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。

今
、
高
齢
者
に
は
、
行
政
が
提

供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
た
だ

受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

の
判
断
で
民
間
の
提
供
す
る
数
あ
る

サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
最
良
の
ひ
と
つ

を
選
び
出
す
自
主
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
長
谷
部
氏
は
こ
れ
を
「
セ
ル

フ
・
ケ
ア
能
力
」
と
呼
び
、
高
齢
者

が「
自
分
の
人
生
は
自
分
で
つ
く
る
」

と
い
う
主
体
性
を
持
ち
、
自
立
し
て

ゆ
く
こ
と
を
手
助
け
す
る
の
が
行
政

の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

芦
安
村
に
は
二
十
名
の
独
り
暮
ら
し

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
が
生
活

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
高
齢
者
が
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
芦

安
村
が
ど
う
あ
っ
た
ら

い
い
の
か
を
自
ら
考
え
、

そ
れ
を
表
現
し
、
人
に

伝
え
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
長
谷
部
氏

は
、
自
分
の
意
見
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
述
べ
る
こ

と
に
た
め
ら
い
が
ち
な

こ
の
世
代
の
人
々
か
ら
、

生
の
声
を
聞
き
、
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
た
う

え
で
、
最
良
の
サ
ー
ビ

ス
を
選
ぶ
手
助
け
を
し

て
い
る
。氏
は
こ
の
春
、

「
寝
た
き
り
予
防
推
進

委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、

高
齢
者
が
自
分
の
意
見

を
無
理
な
く
表
現
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的

な
方
法
は
？
と
い
う
質
問
に
対
し
、

住
民
と
保
険
・
医
療
・
福
祉
・
教
育

等
の
分
野
に
か
か
わ
る
人
が
一
体
と

な
り
、
自
分
た
ち
の
村
が
ど
う
あ
っ

た
ら
い
い
か
と
い
う
村
づ
く
り
の
視

点
で
話
し
合
う
必
要
性
を
強
調
し
て

い
た
。 
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鳳
凰
山 

 

芦
安
が
表
口
登
山
道
と
な
っ
て
い
る

鳳
凰
山
に
は
、
奈
良
朝
の
昔
、
孝
謙

女
帝
が
登
ら
れ
た
と
言
う
伝
説
が
残

さ
れ
て
い
る
。
女
帝
は
仏
教
を
深
く

信
仰
さ
れ
て
お
り
、
法
号
を
「
奈
良

法
皇
」と
言
っ
た
。 

 

あ
る
と
き
女
帝
は
突
然
の
病
に
倒

れ
て
し
ま
っ
た
。
病
は
と
て
も
重
く
、

医
者
が
い
か
な
る
薬
を
差
し
上
げ
て

も
、
祈
祷
師
が
あ
ら
ゆ
る
秘
法
を
こ

ら
し
て
お
祈
り
を
さ
さ
げ
て
も
全
く

効
か
ず
、
女
帝
は
床
に
伏
し
て
苦
し

み
続
け
た
。
そ
ん
な
あ
る
夜
、
女
帝

の
夢
枕
に｢

甲
斐
の
国
、
湯
島
の
郷
に

た
い
そ
う
よ
く
効
く
不
思
議
な
霊
湯

が
あ
る
。
そ
こ
へ湯
治
に
行
け
ば
病
は

必
ず
治
る
で
あ
ろ
う
。｣

と
い
う
お
告

げ
が
聞
こ
え
た
。
女
帝
は
す
ぐ
さ
ま

夢
に
現
わ
れ
た
甲
斐
の
国
の
こ
と
を

調
べ
さ
せ
、
翌
朝
早
く
、
お
供
の
者
を

連
れ
て
旅
立
っ
た
。
病
を
患
っ
て
い
た

女
帝
は
、
た
い
そ
う
苦
し
み
な
が
ら

も
、
必
死
の
思
い
で
遠
く
の
山
奥
に
あ

る
湯
島
の
郷
、
奈
良
田
へと
辿
り
付
い

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
湯
治

に
専
念
す
る
こ
と
丸
二
年
、
重
く
苦

し
い
病
は
と
う
と
う
全
快
し
た
。 
 

病
か
ら
解
放
さ
れ
た
女
帝
は
、
地

蔵
岳
を
目
指
し
奈
良
田
を
出
発
し
た
。

湯
治
を
続
け
る
期
間
中
、
女
帝
は
奈

良
田
か
ら
見
え
る
甲
斐
の
国
の
山
々

の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
、
そ

の
中
で
も
中
央
に
気
高
く
そ
び
え
る

地
蔵
岳
の
姿
に
は
、
た
い
そ
う
心
を

打
た
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。 

時時時
ををを
越越越
えええ
ててて
い

 
女
帝
は
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

夜
叉
神
峠
、
杖
立
峠
、
辻
山
、
南
小

室
、
砂
払
い
を
経
て
白
砂
ま
ば
ゆ
い

薬
師
岳
の
頂
上
に
た
つ
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
女
帝
は
念
願
の
地
蔵
岳

へ向
か
い
、
女
性
の
安
産
と
子
育
て
への

祈
り
を
込
め
て
頂
上
に
地
蔵
尊
を
安

置
し
た
。
帰
り
は
道
を
変
え
東
側
の

中
の
道
を
下
山
す
る
と
、
里
人
が
こ

れ
を
歓
迎
し
て
、
大
き
な
石
の
上
に

カ
ヤ
を
敷
き
つ
め
、
御
座
所
と
し
て

女
帝
を
招
い
た
。
そ
れ
以
来
こ
の
地

を
御
座
石
と
呼
び
、
こ
の
山
を
御
座

石
山
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

里
人
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
女
帝
の
法
号
で
あ
る

｢

法
皇｣

を
取
っ
て
薬
師
、
観
音
、
地
蔵

の
三
山
を｢

法
皇｣

と
名
づ
け
た
が
、

後
に
仏
教
の
霊
長
で
あ
る
鳳
凰
の
字

を
あ
て
、｢

鳳
凰
山｣

と
し
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

   

いい
ままま
②②② 

 

荷
替
場
（
に
げ
え
ば
） 

 

桃
の
木
温
泉
か
ら
約2.5

ｋ
ｍ
。

御
勅
使
川
を
上
流
へ
進
み
、
右
か
ら

流
れ
込
む
ヤ
ロ
ク
沢
を
越
え
た
辺
り

の
広
ま
っ
た
河
川
の
左
岸
側
の
平
地
。

早
川
町
奈
良
田
と
芦
安
村
と
の
交
流

の
場
所
で
も
あ
る
。 

歴
史
を
物
語
る 

芦
安
の
地
名
① 

 

か
つ
て
人
々
は
そ
の
場
所
で
各
々

の
特
産
物
、
生
活
必
需
品
を
物
々
交

換
し
た
。
当
時
、
荷
物
は
人
肩
で
背

負
っ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
地
は
荷
を
替
え
た
場
所
＝
荷
替
場

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
地
形
的
に
見
る
と
御
勅
使
川
上

流
の
こ
の
地
へ
は
、
奈
良
田
方
面
か

ら
は
ド
ノ
コ
ヤ
峠
を
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
文
字
通
り
、
一
山
越
え
て

の
交
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
芦
安
側

か
ら
の
沢
沿
い
に
造
ら
れ
た
山
道
は
、

ひ
と
た
び
大
雨
に
な
る
と
一
気
に
道

が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
通
行
に
大
変

難
儀
を
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 
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